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“Global Excellent 
 Manufacturing Company”を目指して
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売上高 事業利益※

親会社の所有者に帰属する
四半期（当期）利益営業利益

－前   年
同期比

億円122
－

資産合計（億円）／
親会社所有者帰属持分比率（%）

親会社所有者
帰属持分比率

資産合計

中間 期末連結業績の推移（IFRS）

※事業利益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除し、持分法による投資損益を含めて算出しております。

　株主の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
住友理工グループへの日頃のご愛顧に心より御礼申し上げます。

　当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は経済活動の正常化
や主要顧客における自動車生産台数の回復と円安進行による為替換算の影響に
よって、前年同期比で増収となりました。
　事業利益は自動車生産台数の回復などによる売上増加と、これに伴う生産効率
化などの影響により、前年同期比で増益となりました。この結果、上期としては、売
上高・事業利益とも当社史上最高額となりました。
　通期の業績予想につきましては、グローバルでのインフレの高止まりや地政学的
リスクなど、不透明な事業環境が続く見通しではありますが、上期での上振れや入
手できた情報をもとに、10月末に上方修正開示を行っております。
　引き続き、住友事業精神「萬事入精」「信用確実」「不趨浮利」に基づいた企業経営に
努めるとともに、2025年度に向け、売上・利益を積み上げ、中期計画を確実に達成し
ていくことにより、さらなる企業価値の向上と社会への貢献を目指してまいります。

　株主の皆さまにおかれましては、当社グループの企業活動についての一層のご
理解、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役 執行役員社長

TO OUR SHAREHOLDERS　株主の皆さまへ

清水　和志



BUSINESS SEGMENT　セグメント別概況
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最新の連結業績予想（億円）（2023年10月31日時点）

売 上 高 事 業 利 益 営 業 利 益 税 引 前 利 益 当 期 利 益 親会社の所有者に
帰属する当期利益

最新の予想 6,000 280 265 230 147 119

前期実績（2023年3月期） 5,410 179 166 149 87 67

・�2024年3月期通期連結業績予想につきましては、第2四半期連結累計期間の売上、利益の変動や円安の進行による影響などを反映し修正しております。

2024年3月期連結業績予想（2023年4月1日～2024年3月31日）
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● 橋梁用ゴム支承は受注堅調により、前年同期比で増収。
● プリンター向け機能部品は、主要顧客の出荷台数減少により、減収。

● 供給制約緩和による主要顧客の自動車生産台数の回復に加え
て、円安進行による為替換算の影響もあり、日本および米州を中
心に前年同期比で増収。

業績ポイント（自動車用品） 業績ポイント（一般産業用品）

連結事業利益 連結事業利益連結売上高 連結売上高

INFORMATION　インフォメーション

理工のチカラを起点に、社会課題の解決に向けて
ソリューションを提供し続ける、リーディングカンパニー

ビル用制震システム「TRCダンパー」が、中部日本ビ
ルディング（株）と共同事業者である（株）中日新聞社
の中日ビルに採用されました。ビル用制震システム
TRCダンパーは、オフィスビルやマンションなど中高
層ビルの地震対策に有効な、特殊粘弾性ゴムを使用
したシステムです。2023年8月に竣工式を迎えた新
中日ビル＜設計施工（株）竹中工務店＞には、地震対
策として、建物内に複数の制震装置が採用されてお
り、TRCダンパーは高層部に設置されています。コア
コンピタンスである高分子材料技術と総合評価技術
をもとに、地震対策へ応用し、社会課題の解決に貢献
します。中日ビル外観 ビル用制震システムTRCダンパー

�一般産業用品部門　ビル用制震システム「TRCダンパー」が中日ビルに採用

�薄膜高断熱材「ファインシュライト®」がアウトドア用品に採用

薄膜高断熱材「ファインシュライト」が（株）STATICBLOOMのストーブマットSAG※�
STOVE�MATに採用されました。ファインシュライトは高断熱フィラー（微細に粉
砕したシリカエアロゲル）を当社独自の配合技術で塗
料化した薄膜高断熱材です。ファインシュライトの繊
維が抜けにくい特長を生かし、環境負荷軽減の一助
となる製品を開発しました。熱マネジメント分野での
技術・製品開発を通じて、自然環境に配慮した持続可
能な社会実現に向けた活動に注力していきます。
※silica�aerogel（シリカエアロゲル）の略 使用例

SAG�STOVE�MAT

�自動車用品部門　シート用防振ゴムが新型アルファードと新型ヴェルファイアに採用

シートレールマウント（シート用防振ゴム）が、トヨタ自動車（株）の新型アルファードと
新型ヴェルファイアの2列目シートに採用されました。シートの振動を従来の1／3
に低減し、快適な乗り心地を実現しました。また重量とコストの低減にも成功し、車
両の商品力向上に貢献したことが評価され、トヨタ自動車（株）とトヨタ車体（株）か
ら技術賞を受賞しました。
さらなる技術開発を通じて、安全で快適な走行と、今後のEV化の進展および次世
代モビリティ社会・環境配慮社会に向け、貢献していきます。

技術賞　盾



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

住友理工株式会社
グローバル本社

小牧本社（本店）

〒450-6316　��愛知県名古屋市中村区名駅一丁目1番1号JPタワー名古屋
TEL.（052）571-0200　FAX.（052）571-0225

〒485-8550　愛知県小牧市東三丁目1番地
TEL.（0568）77-2121　FAX.（0568）77-5341

CORPORATE DATA・STOCK INFORMATION　会社情報・株式の状況

MEMO　株主メモ

当社は、株主に対する利益還元
を経営の重要政策の一つとして
位置づけ、業績等を勘案したうえ
で長期にわたり安定的な配当を
維持することを基本方針としてお
ります。
当期の配当金につきましては、
当第2四半期の連結財務状況や
連結業績等を勘案した結果、中間
配当を1株当たり8円とすること
といたしました。期末配当につき
ましては、1株当たり8円を計画し
ております。以上の結果、年間配
当予想は、1株当たり16円となり
ます。
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株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およびご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されていな
い株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

特別口座について
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特
別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

●事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
●定時株主総会 毎年6月に開催
●基準日 定時株主総会　　毎年3月31日

期末配当金　　　毎年3月31日
中間配当金　　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

●公告の方法 当社のホームページに掲載
https://www.sumitomoriko.co.jp/koukoku/index.html

●上場証券取引所 東京証券取引所、名古屋証券取引所

● 株主名簿管理人および
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

● 株主名簿管理人事務
取扱場所

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社�証券代行部

●郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社�証券代行部

●電話照会先 0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間�9：00-17：00（土日休日除く）

●インターネットホームページURL https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

会社概要 2023年9月30日現在

商号 住友理工株式会社
Sumitomo�Riko�Company�Limited

設立 1929年12月
グローバル本社 愛知県名古屋市中村区名駅一丁目1番1号

JPタワー名古屋
電話（052）571-0200

小牧本社（本店） 愛知県小牧市東三丁目1番地
電話（0568）77-2121

資本金 12,145百万円
証券コード 5191
従業員数 連結�25,238名
主要営業品目 ◎自動車用品部門

防振ゴム、ホース、制遮音品・内装品、
燃料電池（FC）部材、ゴムシール材等
◎一般産業用品部門
精密樹脂ブレード・ロール、
鉄道車両用・住宅用・橋梁用防振ゴム、
高圧ホース・搬送用ホース等

役員 2023年9月30日現在
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株主名 持株数（株） 持株比率（％）

住友電気工業株式会社 51,534,901 49.64
マルヤス工業株式会社 10,901,521 10.50
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,214,700 5.02
住友理工共栄持株会 3,097,363 2.98
フコク物産株式会社 2,719,091 2.62
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,510,300 2.42
住友理工社員持株会 2,032,416 1.96
MSIP�CLIENT�SECURITIES 1,662,080 1.60
住友生命保険相互会社 678,000 0.65
JPモルガン証券株式会社 629,823 0.61
注：「��持株比率」は、発行済株式総数から自己名義株式（217,949株）を除いて計算してお
ります。

株式の状況 2023年9月30日現在

発行可能株式総数 400,000,000株
発行済株式総数 104,042,806株
株主数 7,201名
大株主


